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令和５年度当初予算可決 ３月
定例会

　令和５年第２回３月定例会は２月24日から３月14日までの19日間の会期で開催されました。市長
提案により、承認1件、報告１件、予算案23件、条例案15件、その他５件が提出されたほか、請願３件、
陳情９件及び議会案４件が提出されました。

当初予算の主な事業

【予算額22万円】
山都・高郷地区オンライン診療試行経費【新規】

【予算額1,704万円】
小学校入学祝金（1人／50,000円）【新規】

【予算額6億6,907万円】
豊川・慶徳線道路整備事業費

選挙常時啓発経費

地域医療推進経費

児童福祉諸費

道路改良事業費

令和５年度　当初予算
会　　　計 総　　　額

一 般 263億7,400万0千円
特 別 117億5,381万8千円
下水道事業 ( 収入 ) 20億1,163万7千円
　　〃　　（支出） 23億　611万8千円
水 道 事 業（収入） 12億8,057万4千円
　　〃　　（支出） 19億9,292万4千円

【予算額47万円】
選挙啓発費
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歳
出
部
分
の
予
算
全
般
に

わ
た
っ
て
い
え
ば
、
今
回

の
３
月
議
会
の
補
正
に
お
い
て

減
額
で
計
上
さ
れ
て
い
る
も
の

が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を

も
う
少
し
早
い
時
期
、
９
月
か

12
月
に
計
上
で
き
る
と
別
項
目

で
予
算
の
有
効
活
用
が
図
ら
れ

る
と
思
う
。
ま
た
、
そ
う
い
う

と
こ
ろ
の
努
力
は
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　
　
適
正
な
補
正
時
期
と
い
う

こ
と
だ
と
思
う
が
、
監
査

委
員
か
ら
も
予
算
の
執
行
状
況

に
つ
い
て
は
時
期
を
見
極
め
補

正
を
行
う
よ
う
に
指
導
を
受
け

て
い
る
。
各
種
事
業
に
お
い
て

あ
る
程
度
事
業
が
確
定
し
た
も

の
や
見
込
み
が
あ
る
も
の
に
つ

い
て
は
早
め
の
補
正
を
行
い
、

別
の
分
野
の
新
た
な
事
業
の
財

源
に
し
て
い
く
こ
と
が
有
効
だ

と
考
え
る
。

　
　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
割

り
振
ら
れ
た
予
算
を
効
果

的
に
使
い
、
行
政
全
体
と
し
て

問答問 補
正
予
算
、

　
執
行
の
在
り
方
に
つ
い
て
問
う

成
果
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と

は
非
常
に
大
切
な
こ
と
と
思

う
。
そ
れ
に
は
、
予
算
の
執
行

に
つ
い
て
は
シ
ビ
ア
な
対
応
が

求
め
ら
れ
る
。
職
員
一
人
一
人

に
対
し
も
う
一
度
右
記
の
重
要

性
に
つ
い
て
認
識
を
新
た
に
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
　
指
摘
の
通
り
、
今
後
に
つ

い
て
は
補
正
予
算
の
タ
イ

ム
リ
ー
で
正
し
い
処
理
に
つ
い

て
十
分
意
識
し
な
が
ら
職
員
全

体
で
適
正
な
執
行
に
努
め
て
い

く
。
ま
た
、
財
政
課
か
ら
何
ら

か
の
指
摘
が
あ
っ
た
場
合
は
早

め
に
伝
え
て
い
く
。

答

　
選
挙
常
時
啓
発
経
費
に
つ
い

て
は
、
新
有
権
者
向
け
に
２
種

類
の
冊
子
と
20
歳
を
祝
う
会
出

席
者
用
の
啓
発
資
材
、そ
し
て
、

新
有
権
者
、
20
歳
を
祝
う
会
出

席
者
へ
の
個
包
装
マ
ス
ク
（
個

別
に
包
装
さ
れ
た
マ
ス
ク
）
を

含
め
消
耗
品
費
と
し
て
28
万
８

０
０
０
円
を
計
上
。

　
　
若
年
層
の
投
票
率
ア
ッ
プ

に
向
け
た
取
組
は
。

　
　
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上

に
引
き
下
げ
ら
れ
て
以
降

も
、
若
年
層
の
投
票
率
は
低
調

な
状
況
が
続
い
て
い
る
。特
に
、

10
代
と
20
代
の
投
票
率
が
低
い

傾
向
に
あ
る
た
め
、
一
点
目
と

し
て
、
新
有
権
者
、
そ
れ
か
ら

20
歳
を
祝
う
会
出
席
者
へ
の
啓

発
グ
ッ
ズ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

の
送
付
や
配
布
を
行
っ
て
い

る
。
二
点
目
と
し
て
、
選
挙
管

理
委
員
会
の
委
員
が
、
喜
多
方

問答

市
内
の
高
校
を
訪
問
し
、
啓
発

グ
ッ
ズ
を
配
布
し
な
が
ら
投
票

を
呼
び
か
け
て
い
る
。
三
点
目

と
し
て
、
こ
ど
も
園
や
小
中
学

校
を
通
じ
て
、
若
年
層
の
保
護

者
へ
の
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布
し

て
い
る
。
四
点
目
と
し
て
、
市

内
小
中
学
校
ま
た
は
高
等
学
校

の
児
童
会
、
生
徒
会
選
挙
の
際

に
選
挙
用
具
の
選
挙
箱
や
投
票

の
記
載
台
を
貸
与
し
て
い
る
。

　
　
い
ろ
い
ろ
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
な
か
な
か
投
票
率

が
上
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
や
は
り
新
た
な
取
組
が
必

要
で
は
な
い
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活

用
と
か
、
若
い
世
代
の
人
に
直

接
訴
え
か
け
る
手
法
を
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
ど
う

か
。

　
　
新
た
な
取
組
と
し
て
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
十
分
考

え
ら
れ
る
点
な
の
で
、
今
後
、

議
論
を
進
め
て
い
く
。

問答

議
案
審
議
・
委
員
会
の
審
査
か
ら

若
年
層
の
投
票
率
向
上
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
新
た
な
取
組
が
必
要
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緊
急
時
の
避
難
場
所
と
な
る
集

会
施
設
へ
発
電
機
の
設
置
、
ラ

ジ
オ
等
を
整
備
し
て
防
災
を
強

化
す
る
。

　
　
設
置
す
る
集
会
施
設
は
ど

こ
か
。

　
　
相
川
会
館
、早
稲
谷
会
館
、

一
ノ
木
会
館
の
3
カ
所
で

あ
る
。

問答

山
都
地
区
自
主
防
災
組
織
等

　
　
　
　
　
　
　
連
携
支
援
事
業
と
は

消
防
団
運
営
経
費
、
消
防
団
員

報
酬
６
９
８
４
万
４
千
円
を
計

上
。
団
長
の
招
集
に
よ
っ
て
出

動
し
た
場
合
を
原
則
と
し
、
災

害
・
捜
索
・
訓
練
・
警
戒
等
の

任
務
に
対
し
て
出
動
報
酬
が
支

払
わ
れ
る
。

　
　
消
防
団
員
の
出
動
手
当
の

判
断
基
準
は
ど
う
な
る
の

か
。
特
に
、
会
社
勤
め
の
団
員

は
、
早
退
し
て
招
集
場
所
に
集

合
す
る
が
、
途
中
で
災
害
解
除

に
な
っ
て
も
、
会
社
に
戻
る
こ

と
も
で
き
な
い
現
実
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
出
動
手
当

は
支
給
さ
れ
る
の
か
。

問

　
　
各
班
の
班
長
ま
た
は
分
団

長
の
判
断
と
し
て
い
る
。

会
社
を
早
退
し
た
場
合
で
も
班

長
の
判
断
で
あ
る
が
、
今
後
柔

軟
な
対
応
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

　
　
４
月
１
日
か
ら
の
運
用
と

な
る
た
め
、
統
一
し
た
判

断
基
準
と
な
る
よ
う
早
急
な
対

応
を
図
る
べ
き
で
あ
る
が
、
ど

う
す
る
の
か
。

　
　
消
防
団
幹
部
と
相
談
し
て

速
や
か
に
整
理
す
る
。

答問答

消
防
団
員
の
出
動
手
当
の

　
　
　
　
　
判
断
基
準
は
ど
う
な
る
の
か

令
和
4
年
度
に
策
定
し
た
図
書

館
等
建
設
・
管
理
・
運
営
基
本

計
画
を
も
と
に
、
5
年
度
に
基

本
設
計
を
実
施
す
る
。

　
　
基
本
計
画
で
は
、
5
年
度

に
実
施
設
計
ま
で
実
施
し

6
・
7
年
度
工
事
、
8
年
度
に

開
館
と
し
て
い
た
。
な
ぜ
変
更

な
の
か
、
ま
た
、
な
ぜ
事
前
に

変
更
説
明
が
な
い
の
か
。

　
　
市
民
、
議
員
の
方
々
か
ら

様
々
な
意
見
が
あ
り
、
十

分
検
討
が
必
要
と
考
え
再
度
見

直
し
を
図
っ
た
。
変
更
に
つ
い

て
は
、
基
本
設
計
の
中
で
説
明

し
て
い
く
こ
と
と
考
え
た
。

　
　
今
年
１
月
の
議
会
全
員
協

議
会
で
の
説
明
内
容
を
1

か
月
で
変
え
て
い
る
が
、
３
月

議
会
前
に
変
更
説
明
が
な
い
の

は
議
会
・
市
民
の
軽
視
で
は
な

い
の
か
。

　
　
３
月
議
会
の
議
案
審
議
で

論
議
を
深
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
た
が
、
配
慮
が
足

問答問答

り
な
か
っ
た
と
の
指
摘
に
は
、

お
詫
び
し
た
い
。
今
後
と
も
、

丁
寧
な
説
明
を
行
い
、
取
り
組

ん
で
い
く
。

複
合
施
設
第
二
期
工
事
予
定
の
変
更
は

▲第２期施設予定地

4市議会だより 喜多方　第53号

３

月

定

例

会



令
和
４
年
８
月
の
大
雨
に
よ
り

被
災
し
た
立
地
企
業
が
、
今
後

も
予
想
さ
れ
る
災
害
へ
の
対
応

力
を
高
め
、
持
続
的
な
操
業
、

安
定
し
た
経
営
環
境
・
雇
用
の

維
持
を
図
る
た
め
、
防
災
対
策

事
業
計
画
を
策
定
し
実
施
す
る

防
災
対
策
経
費
の
一
部
を
支
援

す
る
事
業
。

　
　
新
規
事
業
と
し
て
約
２
２

０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
補
助
金
は
令
和

５
年
度
単
年
度
だ
け
の
補
助
金

な
の
か
。

　
　
こ
の
事
業
は
、
昨
年
８
月

に
被
災
し
た
企
業
の
防
災

対
策
へ
の
支
援
で
あ
り
、
市
と

し
て
相
談
を
受
け
な
が
ら
、
そ

の
事
業
が
終
了
す
る
ま
で
は
継

続
す
る
。

　
　
補
助
金
の
対
象
と
な
る
企

業
数
は
。

　
　
こ
の
事
業
の
対
象
は
、
昨

年
８
月
に
被
害
を
受
け
た

立
地
企
業
で
、
現
在
見
込
ん
で

問答問答 防
災
対
策
強
化
へ

　
　
新
た
に
立
地
企
業
防
災
対
策
事
業
創
設

い
る
の
が
６
社
、
精
査
ま
で
時

間
が
必
要
な
企
業
が
２
社
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
基
本
的
に

は
申
請
は
被
災
し
て
か
ら
２
年

間
を
予
定
し
て
い
る
。

　　
　
今
後
は
増
加
し
て
い
る
他

の
災
害
も
想
定
し
て
、
企

業
の
安
全
性
の
確
保
か
ら
も
そ

れ
以
外
の
企
業
へ
の
支
援
も
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

今
回
の
支
援
に
つ
い
て

は
、被
害
を
受
け
た
塩
川・

慶
徳
地
区
の
企
業
を
対
象
に
し

て
お
り
、
各
企
業
へ
予
防
的
な

も
の
で
は
な
く
、
二
度
と
同
じ

よ
う
な
被
害
を
受
け
な
い
対
策

へ
の
支
援
で
あ
る
。

問答

土
地
所
有
者
が
急
逝
さ
れ
た
た

め
に
、
こ
れ
ま
で
用
地
買
収
が

出
来
な
か
っ
た
箇
所
に
つ
い
て

相
続
財
産
管
理
人
が
選
任
さ

れ
、
用
地
交
渉
が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
　
こ
れ
ま
で
用
地
買
収
出
来

な
か
っ
た
部
分
に
つ
い

て
、
買
収
出
来
た
と
い
う
認
識

で
良
い
の
か
。

　
　
選
任
さ
れ
た
相
続
財
産
管

理
人
と
、
令
和
５
年
度
の

契
約
に
向
け
て
協
議
を
進
め
る

運
び
と
な
っ
た
。

　
　
暫
定
供
用
道
路
の
部
分
に

信
号
機
の
設
置
を
要
望
し

て
い
た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

　
　
公
安
の
ほ
う
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
今
の
時
点
で
は

信
号
機
を
設
置
す
る
予
定
は
な

い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
県
内
で

優
先
道
路
の
交
差
点
で
の
死
亡

事
故
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
引
き
続
き
信
号
機
設
置
に

問答問答

つ
い
て
要
望
し
て
い
く
。

豊
川
・
慶
徳
線
の
道
路
工
事
に
つ
い
て
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一般質問は、市政全般について市の方針を質すものです。
３月定例会の一般質問は２月28日から３月３日までの４日間行われ、16名の議員が
登壇し、市民の皆さんの生活にかかわる行政全般について質問をしました。
文面は各議員の自己編集とし、質問した項目の中から１項目程度を要約
して掲載しております。（すべての質問項目は、オンデマンド配信でご覧
いただけます。また、会期中はインターネットで中継を配信しています）

※各議員のＱＲコードをスマートフォンのバーコードリーダーで読み取ると、オンデマンド配信でご覧いただけます。

一 質般 問
喜多方市政のココが知りたい！

地域計画（人・農地プラン）の具体的な進め方は！
令和６年度末までに13の区域ごとに地域計画を策定する

十
二
村　
秀
孝 

議
員

市長

　
　
地
域
の
農
地
利
用
の

将
来
像
を
描
く
た

め
、「
地
域
計
画
」
が
法

定
化
さ
れ
た
が
、
本
市
に

お
け
る
地
域
計
画
の
策
定

に
向
け
た
進
め
方
は
。

　
　
地
域
農
業
が
目
指
す

将
来
像
に
つ
い
て
地

域
ぐ
る
み
で
話
し
合
い
を

重
ね
、
集
落
等
を
単
位
に

10
年
後
の
め
ざ
す
べ
き
農

地
利
用
の
姿
と
な
る
目
標

地
図
と
集
落
ビ
ジ
ョ
ン
の

作
成
を
一
体
的
に
進
め

る
。
喜
多
方
地
区
は
７
区

域
、
熱
塩
加
納
地
区
は
１

区
域
、
塩
川
地
区
は
３
区

域
、山
都
地
区
は
１
区
域
、

高
郷
地
区
は
１
区
域
と
す

る
合
計
13
区
域
で
策
定
に

つ
な
げ
る
。
本
年
12
月
末

ま
で
に
目
標
地
図
の
素
案

を
作
成
し
、
そ
の
素
案
を

基
に
各
関
係
機
関
と
協
議

し
、
令
和
６
年
度
末
ま
で

問答

策
定
す
る
。

　
　
化
学
肥
料
な
ど
生
産

資
材
が
高
騰
し
続
け

る
中
、
地
域
有
機
資
源
を

活
用
し
、
特
別
栽
培
や
有

機
栽
培
の
拡
大
に
向
け
た

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

　
　
市
独
自
の
施
策
「
き

た
か
た
の
農
を
支
え

る
担
い
手
支
援
事
業
」
を

拡
充
し
、
地
域
有
機
資
源

の
利
活
用
に
必
要
な
農
業

用
機
械
等
の
導
入
を
支
援

す
る
。
よ
り
多
く
の
農
業

者
が
特
別
栽
培
や
有
機
農

業
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で

き
る
よ
う
誘
導
や
支
援
を

図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
国

の
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
を
踏
ま
え
、
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
事
業

へ
の
取
組
を
進
め
る
。

問答
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高郷地区「小中学校を残す会」の要望をどう受けとめているのか

本市の立地企業に対する防災支援は？
令和５年度予算、立地企業防災対策事業により支援を行う

齋
藤　
仁
一 

議
員

山
口　
文
章 

議
員

市長

　
　

誘
致
し
た
企
業
は
、

恒
久
的
な
防
災
対
策

が
必
要
だ
が
、
市
の
考
え

は
？

　
　
市
内
の
企
業
が
安
心

し
て
こ
の
地
域
で
、

事
業
活
動
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
か
ら
継
続
的

な
防
災
対
策
を
促
進
し
て

い
く
。

　
　
本
市
の
公
共
施
設
に

お
け
る
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
の
導
入
に
つ
い
て

は
？

　
　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

の
対
象
と
な
る
施
設

の
利
用
形
態
、
企
業
か
ら

見
た
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
等

を
考
慮
し
、
ど
の
よ
う
な

取
組
が
で
き
る
の
か
に
つ

い
て
、
地
元
企
業
の
意
向

を
調
査
し
研
究
し
て
い

く
。 問答問答

　
　
中
学
校
に
お
け
る
自

転
車
通
学
生
徒
の
冬

期
間
の
通
学
支
援
は
？

　
　
現
在
、
各
デ
ー
タ
等

を
収
集
し
検
討
し
て

い
る
。
今
後
は
冬
期
間
の

支
援
を
希
望
す
る
児
童
生

徒
数
の
把
握
や
、
関
係
機

関
と
の
調
整
、
財
政
面
な

ど
の
検
討
を
行
い
、
令
和

５
年
７
月
ま
で
に
検
討
結

果
を
示
す
。

　
　
小
学
校
入
学
祝
金
支

給
事
業
の
他
に
、
今

後
は
中
学
校
入
学
祝
金
も

必
要
と
思
う
が
考
え
は
？

　
　
中
学
校
入
学
祝
金
に

つ
い
て
は
、
今
後
検

討
す
る
。

問答問答

　
　
「
高
郷
地
区
に
小
中

学
校
を
残
す
会
」
で

は
、
小
中
学
校
存
続
の
た

め
の
要
望
書
を
市
長
に
提

出
し
た
が
、
そ
の
回
答
は

ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

の
か
。

　
　
１
月
30
日
に
提
出
さ

れ
た
要
望
は
、
小
中

学
校
適
正
規
模
適
正
配
置

実
施
計
画
か
ら
、
高
郷
地

区
の
小
中
学
校
の
統
廃
合

を
削
除
し
、
学
校
存
続
を

求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
要
望
に
対
し
て
、
実

施
計
画
案
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
化
さ
れ
た
も
の
で
な
い

こ
と
、
適
正
規
模
適
正
配

置
の
基
本
的
な
考
え
は
、

子
ど
も
達
の
教
育
環
境
を

第
一
に
考
え
、
そ
の
う
え

で
、
地
域
の
実
情
に
配
慮

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
の
話
し
合
い
に
よ
り

問答

進
め
て
い
く
こ
と
、
何
よ

り
子
ど
も
達
の
教
育
環
境

が
重
要
で
あ
る
、
と
回
答

を
し
た
。

　
　

こ
の
事
を
受
け
て
、

小
中
学
校
適
正
規
模

適
正
配
置
実
施
計
画
案
に

つ
い
て
、
ど
う
進
め
る
考

え
な
の
か
。

　
　
現
在
、
実
施
計
画
案

の
再
検
討
作
業
を
進

め
て
い
る
。
今
回
の
要
望

は
、
こ
れ
ま
で
の
説
明
会

等
で
の
意
見
と
と
も
に
、

十
分
検
討
し
て
い
く
。
見

直
し
後
の
実
施
計
画
案
に

つ
い
て
は
、
取
り
ま
と
め

後
、
各
種
会
議
に
お
い
て

協
議
を
進
め
、
令
和
５
年

度
の
早
い
時
期
に
策
定
し

て
い
く
。

　
　
再
検
討
作
業
中
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
高

郷
地
区
の
要
望
を
重
く
受

け
と
め
て
い
る
の
か
。

　
　

要
望
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
数
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
重
く
受
け

と
め
て
い
る
。

問答問答

重く受けとめている教育長
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複合施設第２期工事基本計画の見直しを

住民と職員の負担を抑えるツールの活用をどう進める！

見直しや再検討については考えていない

自治体専用のツールによる業務改革で市民サービスに努める

佐
原　
正
秀 

議
員

市長

市長

　
　

基
本
計
画
の
案
で

は
、
喜
多
方
市
民
の

社
会
教
育
活
動
を
発
展
さ

せ
る
も
の
に
な
っ
て
い
な

い
。
専
門
家
か
ら
も
心
配

の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
計
画
を
進
め
れ

ば
、
後
世
に
禍
根
を
残
す

こ
と
を
心
配
せ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
。

　
以
後
の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
凍
結
し
て
、
基
本

計
画
の
見
直
し（
再
検
討
）

を
求
め
る
。

　
　
新
し
い
第
２
期
施
設

を
屋
内
子
ど
も
遊
び

場
「
め
ご
プ
ラ
ザ
」
を
中

心
と
し
た
第
１
期
施
設
と

一
体
性
の
あ
る
施
設
と
す

る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
一

層
の
賑
わ
い
創
出
や
、
多

様
な
連
携
と
交
流
に
よ

り
、
更
な
る
地
域
の
魅
力

や
活
力
の
向
上
を
生
み
出

す
環
境
が
整
備
さ
れ
る
こ

問答

と
と
な
る
た
め
、
基
本
計

画
の
見
直
し
や
再
検
討
に

つ
い
て
は
考
え
て
い
な

い
。

　
　
行
政
手
続
き
に
お
け

る
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向

け
、
誰
も
が
使
え
る
電
子

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
が
必
要

で
あ
り
、
中
で
も
職
員
の

利
便
性
向
上
が
図
ら
れ
、

業
務
の
生
産
性
と
と
も
に

窓
口
業
務
の
能
率
向
上
と

い
っ
た
観
点
で
の
電
子
サ

ー
ビ
ス
の
導
入
が
重
要
と

考
え
る
が
、
対
策
は
ど
う

進
め
る
の
か
。

　
　
近
年
の
デ
ジ
タ
ル
社

会
の
実
現
に
向
け
た

国
の
動
き
や
社
会
環
境
の

変
化
等
を
踏
ま
え
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ
を
効

果
的
に
活
用
し
、
市
民
の

利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
と

と
も
に
業
務
の
効
率
化
に

よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
更

な
る
向
上
に
つ
な
げ
る
た

め
、そ
の
方
針
と
な
る
「
喜

多
方
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」
の

策
定
に
取
り
組
む
。　

問答

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
運
営
を
民
間
事
業

者
へ
委
託
し
、
民
間
運
営

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
極
的
に

導
入
し
て
、
よ
り
専
門
性

を
生
か
し
た
学
童
保
育
の

質
、
量
を
と
も
に
改
善
す

べ
き
と
考
え
る
が
対
策

は
。

　
　
本
市
で
は
、
旧
喜
多

方
市
内
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
に
運
営
を
委
託

し
、
各
総
合
支
所
管
内
で

は
、
会
計
年
度
任
用
職
員

を
雇
用
し
て
、
直
営
で
運

営
し
て
お
り
、
運
営
方
法

が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、

将
来
的
に
運
営
を
統
一
す

る
方
向
で
検
討
し
て
い

る
。
県
内
に
お
い
て
は
民

間
委
託
を
導
入
し
、
支
援

員
の
確
保
や
専
門
的
な
研

修
を
充
実
さ
せ
職
員
の
資

質
向
上
を
図
っ
て
お
り
、

有
効
な
運
営
方
法
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
、
今
後
、
民

間
委
託
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

問答

小
澤　
誠 

議
員
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世界に自慢できる学校給食とは

旧甲斐家蔵住宅について和洋折衷の往時をしのぶかたちで復元できないか
現在の姿を保存しながら整備しつつ県とも協議を行っていく

矢
吹　
哲
哉 

議
員

山
口　
和
男 

議
員

市長

　
　
旧
甲
斐
家
蔵
住
宅
の

整
備
に
つ
い
て
、
8

億
５
８
６
０
万
6
千
円
の

概
算
事
業
費
が
示
さ
れ
た

が
、
そ
の
正
確
性
に
つ
い

て
ど
う
捉
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
和
洋
折
衷
の

往
時
を
し
の
ぶ
表
門
・
れ

ん
が
塀
・
白
の
御
影
石
の

杭
は
是
非
と
も
復
元
す
べ

き
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

　
　
国
の
重
要
文
化
財
の

保
存
修
理
工
事
事
例

を
参
考
と
し
て
概
算
事
業

費
を
算
出
し
て
お
り
、
今

後
、
実
施
設
計
を
行
い
、

よ
り
正
確
な
工
事
費
を
算

出
し
て
お
示
し
し
た
い
。

　
表
門
及
び
れ
ん
が
塀
に

つ
い
て
は
、
国
登
録
有
形

文
化
財
と
し
て
、
現
在
の

姿
を
保
存
し
な
が
ら
、
破

損
個
所
の
修
理
や
、
地
震

発
生
時
の
転
倒
防
止
の
た

問答

め
の
構
造
補
強
を
行
っ
て

い
く
。
な
お
、
白
の
御
影

石
の
杭
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
復
元
の
可
能
性
を
含

め
県
の
見
解
を
伺
っ
て
ま

い
り
た
い
。

　
　
人
づ
く
り
・
町
づ
く

り
の
素
晴
ら
し
い
事

業
で
あ
る
、
愛
の
31
文
字

コ
ン
ク
ー
ル
事
業
の
終
了

及
び
中
央
公
民
館
で
事
業

を
引
き
継
ぐ
理
由
と
事
業

の
総
括
は
ど
う
な
さ
れ
た

の
か
伺
う
。

　
　
地
区
内
に
お
い
て
関

心
の
薄
れ
や
事
業
の

マ
ン
ネ
リ
化
か
ら
の
脱
皮

を
図
る
た
め
、
熊
倉
公
民

館
事
業
推
進
委
員
と
と
も

に
協
議
し
て
き
た
経
過
が

あ
り
、
事
業
の
見
直
し
を

図
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
中
央
公
民
館
で
は
熊
倉

町
で
培
っ
て
き
た
人
づ
く

り
、
地
域
お
こ
し
な
ど
の

精
神
を
引
き
継
ぎ
、
喜
多

方
全
体
を
テ
ー
マ
と
し
て

「
31
文
字
で
喜
多
方
を
詠

お
う
」
と
題
し
て
実
施
し

て
い
く
。

問答

　
　
新
し
い
学
校
給
食
基

本
方
針
「
世
界
に
自

慢
で
き
る
給
食
」
と
は
。

　
　
「
大
人
に
な
っ
て
も

忘
れ
ら
れ
な
い
給

食
」
と
し
て
ふ
る
さ
と
喜

多
方
へ
の
誇
り
と
愛
着
を

忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
願

い
が
込
め
ら
れ
た
給
食
。

　
　
具
体
的
な
内
容
は
。

　
　
「
本
市
農
産
物
を
利

用
し
た
安
全
・
安
心

で
お
い
し
い
給
食
」「
本

市
の
食
文
化
の
理
解
を
深

め
学
ぶ
場
と
し
て
の
給

食
」「
食
の
大
切
さ
を
知

り
生
産
者
等
へ
の
感
謝
を

養
う
給
食
」
の
３
つ
で
あ

る
。

　
　
地
産
地
消
、
化
学
肥

料
や
農
薬
を
低
減
し

た
農
産
物
を
提
供
す
る
と

し
て
い
る
が
、
生
産
者
の

確
保
は
ど
う
す
る
の
か
。

問答問答問

　
　
今
後
設
置
す
る
「
学

校
給
食
推
進
会
議
」、

「
学
校
給
食
推
進
本
部
」

で
連
携
を
強
化
し
、
検
討

し
て
い
く
。

　
　

全
国
の
先
進
例
で

は
、
市
長
の
姿
勢
・

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
カ
ギ
。

　
　

会
議
等
の
メ
ン
バ

ー
、
構
成
は
今
後
検

討
す
る
。

　
　
学
校
給
食
費
の
無
償

化
が
広
が
り
、
県
内

で
は
４
割
の
市
町
村
が
実

施
し
て
い
る
。
本
市
で
も

実
施
す
べ
き
。

　
　
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
現
状
維
持
（
半

額
補
助
）
の
声
が
多
か
っ

た
。
現
在
の
半
額
補
助
を

続
け
る
。

　
　
市
長
公
約
は
「
給
食

費
の
負
担
軽
減
」
で

あ
る
。
子
育
て
支
援
は
待

っ
た
な
し
で
あ
り
、
全
額

補
助
を
決
断
す
べ
き
。

　
　
内
容
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
。

答問答問答問答

大人になっても美味しいと自慢のできる学校給食市長
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まちなかの都市再生事業をどうするのか？

市内の経済回復のために市としてどのような支援をするのか

住民の意向を伺いながら国の事業により取り組む

関係団体と連携を図りながら、適時適切な施策を講じて行く

遠
藤　
吉
正 

議
員

市長

市長

　
　
本
市
の
中
心
部
は
古

い
街
が
そ
の
ま
ま
残

っ
て
い
て
、
緑
町
の
様
に

狭
隘
な
道
路
が
多
く
緊
急

車
両
の
通
過
が
困
難
で
あ

り
市
民
生
活
に
不
便
を
き

た
し
て
い
る
。
こ
れ
を
ど

う
す
る
の
か
、
ま
た
、
月

見
橋
か
ら
緑
町
通
り
線
の

整
備
は
ど
う
す
る
の
か
伺

う
。

　
　
緑
町
行
政
区
の
道
路

は
狭
隘
で
一
方
通
行

が
多
く
、
空
地
空
家
で
ス

ポ
ン
ジ
化
が
進
行
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
ま
ず

地
域
の
合
意
形
成
が
重
要

と
考
え
て
い
る
の
で
、
住

民
の
方
々
の
ご
意
見
を
伺

い
た
い
。
ま
た
、
現
在
策

定
中
の
計
画
に
は
含
ま
れ

て
は
い
な
い
が
、
現
道
を

利
用
し
た
側
溝
整
備
や
生

活
環
境
改
善
の
整
備
に
は

問答

対
応
し
て
い
く
。

　
　
月
見
橋
か
ら
南
町
通

り
を
ス
ト
ー
リ
ー
性

の
あ
る
道
と
し
て
、
美
装

化
な
ど
整
備
す
る
考
え
は

な
い
か
。
ま
た
、
寄
贈
地

も
あ
る
の
で
第
一
保
育
所

跡
地
前
か
ら
月
見
橋
へ
の

L
字
部
分
だ
け
で
も
拡
幅

で
き
な
い
か
。

　
　
緑
町
の
町
づ
く
り
は

こ
れ
ま
で
も
地
元
と

話
し
あ
っ
て
や
っ
て
き

た
。
今
後
も
や
れ
る
所
か

ら
整
備
し
て
い
く
が
ご
寄

付
い
た
だ
い
た
土
地
の
活

用
も
含
め
、
整
備
の
あ
り

方
を
地
元
と
話
し
あ
っ
て

い
く
。

　
　
将
棋
の
振
興
を
含
め

文
化
活
動
の
少
年
団

を
つ
く
っ
て
欲
し
い
。

　
　
他
市
の
例
を
調
べ
て

検
討
す
る
。

問答問答

　
　
本
市
に
お
い
て
、
コ

ロ
ナ
禍
の
３
年
間
で

休
業
・
廃
業
し
た
店
舗
・

企
業
数
は
。
ま
た
、
ど
の

よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の

か
。

　
　
休
廃
業
の
件
数
は
79

件
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
開
業
件
数
は
67
件
と

な
っ
て
い
る
。
要
因
と
し

て
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
、
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
に
よ
る
経
済
活
動
の

縮
小
。
さ
ら
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を

背
景
と
し
た
原
油
高
・
物

価
高
騰
等
複
合
的
な
要
因

か
ら
、
収
益
力
の
低
下
、

経
営
者
の
高
齢
化
、
後
継

者
不
足
な
ど
が
主
な
理
由

と
捉
え
て
い
る
。

問答

　
　
後
継
者
問
題
か
ら
廃

業
を
す
る
経
営
者
が

今
後
も
増
え
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
市
と
し
て
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
お
り
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る

の
か
。

　
　
本
年
１
月
に
事
業
継

承
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
２
０
７
事

業
所
か
ら
回
答
が
あ
っ

た
。
そ
の
結
果
「
廃
業
を

検
討
し
て
い
る
」
ま
た
、

「
廃
業
を
検
討
す
る
予
定
」

及
び
「
ま
だ
決
め
て
い
な

い
」
と
回
答
し
た
の
は
70

件
、
そ
の
う
ち
28
件
が
引

き
継
い
で
く
れ
る
方
が
い

れ
ば
引
き
継
ぎ
た
い
と
回

答
、そ
の
う
ち
12
件
は「
第

三
者
で
も
よ
い
」と
回
答
。

今
後
市
と
し
て
は
、
将
来

廃
業
を
検
討
し
て
い
る
事

業
者
と
創
業
を
希
望
す
る

方
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど

専
門
家
を
交
え
て
き
め
細

か
な
対
応
を
し
て
い
く
。

問答

小
島　
雄
一 

議
員

▲緑町内の狭隘路
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▲有害獣被害対策に効果的な電気柵の設置例

有害鳥獣対策事業の３年間の総括は？

地域経済の活性化に資する事業は︎

鳥獣が出没しにくい環境を整備した結果、成果があった

上
野　
利
一
郎 

議
員

渡
部　
一
樹 

議
員

市長

　
　
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高

で
地
域
経
済
は
大
変

疲
弊
し
て
い
る
。
市
内
の

経
済
状
況
の
認
識
は
。

　
　
市
内
の
関
係
機
関
か

ら
の
情
報
に
よ
る

と
、
回
復
基
調
に
あ
る
も

の
の
、
未
だ
に
コ
ロ
ナ
禍

以
前
の
状
況
に
は
回
復
し

て
い
な
い
。
燃
料
価
格
・

物
価
高
騰
に
よ
る
コ
ス
ト

高
が
加
わ
り
厳
し
さ
が
増

し
て
い
る
。

　
　
令
和
５
年
度
当
初
予

算
に
お
け
る
地
域
経

済
活
性
化
に
資
す
る
事
業

は
。

　
　
農
業
分
野
で
は
「
園

芸
産
地
競
争
力
強
化

事
業
」
な
ど
、
商
工
業
分

野
で
は
「
あ
き
な
い
力
向

上
支
援
事
業
」
な
ど
、
観

光
分
野
で
は
「
喜
多
方
さ

く
ら
ま
つ
り
」
な
ど
の
各

問答問答

種
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

い
く
。

　
　
起
業
す
る
方
へ
の
一

層
の
支
援
強
化
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
支
援
策

を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
令
和
５
年
度
の
新
た

な
取
組
と
し
て
「
あ
き
な

い
賑
わ
い
創
出
事
業
」に
、

新
た
に
「
創
業
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
支
援
枠
」
を
設
け

支
援
す
る
ほ
か
、
起
業
・

創
業
者
か
ら
の
相
談
が
最

も
多
い
空
き
店
舗
紹
介
に

つ
い
て
は
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
丁
寧
に
対
応

し
た
い
。

　
　
予
算
の
重
点
化
・
選

別
化
の
観
点
か
ら
考

え
れ
ば
、
意
欲
あ
る
事
業

者
に
よ
る
提
案
に
つ
い
て
、

市
が
奨
励
金
を
支
給
す
る

方
法
も
考
え
ら
れ
る
。
他

市
で
の
実
績
も
あ
る
が
導

入
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　
参
考
に
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問答問答

　
　
農
作
物
の
３
年
間
の

被
害
額
の
推
移
は
。

　
　
令
和
２
年
度
は
約
７

４
３
万
１
０
０
０

円
、
令
和
３
年
度
は
約
１

８
０
万
円
、
令
和
４
年
度

は
速
報
値
と
し
て
約
64
万

７
０
０
０
円
と
い
う
結
果

で
あ
り
、
令
和
２
年
度
と

比
較
し
て
令
和
３
年
度
は

75
・
８
％
の
減
少
、
令

和
４
年
度
は
91
％
と
大
幅

に
減
少
し
た
。

　
　
被
害
額
が
減
少
し
た

要
因
は
何
か
。

　
　
被
害
が
減
少
し
た
要

因
と
し
て
は
、
気
象

条
件
や
豚
熱
等
に
よ
る
自

然
条
件
の
影
響
が
考
え
ら

れ
る
も
の
の
、
電
気
柵
購

入
補
助
や
貸
出
事
業
に
よ

る
電
気
柵
の
設
置
や
、
利

用
し
な
い
果
樹
等
の
伐
採

促
進
に
よ
り
、
鳥
獣
が
出

問答問答

没
し
に
く
い
環
境
を
整
備

し
て
き
た
こ
と
、
集
落
環

境
診
断
に
よ
る
被
害
対
策

の
検
討
及
び
対
策
の
実
施

な
ど
に
よ
る
成
果
と
捉
え

て
い
る
。

　
ま
た
、
特
に
効
果
的
な

電
気
柵
に
つ
い
て
は
、
令

和
２
年
度
に
補
助
内
容
や

予
算
の
拡
充
を
行
い
、
こ

の
３
年
間
で
大
幅
に
普
及

を
進
め
た
結
果
、
設
置
面

積
の
拡
大
や
被
害
対
策
を

実
施
す
る
住
民
の
方
々
の

増
加
に
つ
な
が
り
、
被
害

が
減
少
し
た
も
の
と
考
え

て
い
る
。

農業、観光、企業誘致、街なかの賑わい創出などに取り組む市長
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小学校入学祝金支給事業や出産・子育て応援交付金事業を実施する市長

安心して子育てができる支援の充実を！

関
本　
美
樹
子 

議
員

塩川町「日橋川・川の祭典」今年の開催は？
コロナ禍前のように、多くの集客を目指している市長

　
　
出
産
・
子
育
て
応
援

交
付
金
事
業
の
内
容

は
。

　
　

妊
娠
届
出
時
か
ら
、

妊
婦
や
０
歳
か
ら
２

歳
の
低
年
齢
期
の
子
育
て

家
庭
に
寄
り
添
う
「
伴
走

型
相
談
支
援
の
充
実
」
を

図
る
と
と
も
に
、
出
産
育

児
関
連
用
品
の
購
入
費
助

成
や
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
負
担
軽
減
を
図

る
「
経
済
的
支
援
」
を
一

体
的
に
実
施
す
る
。

　
　
各
支
援
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

　
　
伴
走
型
相
談
支
援
と

し
て
の
面
談
を
、
妊

娠
届
出
時
と
希
望
者
に
は

妊
娠
８
カ
月
前
後
に
追
加

で
実
施
す
る
。
ま
た
、
出

生
届
出
か
ら
乳
幼
児
家
庭

全
戸
訪
問
ま
で
の
間
に
実

施
し
、
速
や
か
に
指
定
の

問答問答

口
座
へ
振
り
込
み
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
　
今
後
、
継
続
事
業
と

し
て
実
施
し
て
い
く

の
か
。

　
　
継
続
し
て
実
施
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

　
　
小
学
校
入
学
祝
金
支

給
事
業
の
概
要
は
。

　
　
児
童
を
養
育
す
る
保

護
者
へ
児
童
一
人
に

つ
き
５
万
円
の
入
学
祝
金

を
支
給
し
、
子
育
て
世
帯

へ
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

及
び
児
童
の
健
全
な
育
成

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
令
和
５
年

の
み
で
は
な
く
、
今
後
も

継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
。

問答問答

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
症

法
上
の
位
置
づ
け
が
５
類

に
移
行
す
る
こ
と
か
ら
、

地
元
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
コ
ロ
ナ
前
の
賑
わ
い
ま

で
早
急
に
取
り
戻
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
塩

川
町
に
お
い
て
は
、
７
月

に
開
催
さ
れ
る
「
日
橋
川・

川
の
祭
典
」
は
集
客
に
よ

る
地
元
振
興
、
経
済
効
果

に
大
き
く
寄
与
し
て
い

る
。
失
わ
れ
た
時
間
を
取

り
戻
す
べ
く
、
今
年
の
開

催
は
ぜ
ひ
と
も
飛
躍
的
成

功
を
治
め
ね
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。
ど
の
よ
う
な
施

策
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
基
本
的
に
は
、
よ
り

多
く
の
方
々
に
会
場

に
足
を
運
ん
で
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
内
容
と
な
る
よ

う
実
行
委
員
会
に
お
い
て

問答

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
　
例
年
と
違
う
特
色
あ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。

　
　
特
に
「
花
火
大
会
に

つ
い
て
は
、
中
華
人

民
共
和
国
・
江
蘇
省
宿
遷

市
（
こ
う
そ
し
ょ
う
・
し

ゅ
く
せ
ん
し
）
と
の
友
好

都
市
協
定
締
結
か
ら
丸
一

年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
記

念
し
て
、「
中
国
花
火
」
の

ス
テ
ー
ジ
が
地
元
花
火
に

追
加
さ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。
真
夏
の
夜
に
開

催
さ
れ
る
地
元
花
火
を
中

心
と
し
た
幻
想
的
大
迫
力

の
「
花
火
の
共
演
」
に
ぜ

ひ
期
待
し
て
お
い
て
も
ら

い
た
い
。

問答

菊
地　
と
も
子 

議
員
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国
立
社
会
保
障
人
口

問
題
研
究
所
の
人
口

予
測
よ
り
、
か
な
り
早
い

ス
ピ
ー
ド
で
少
子
化
が
進

ん
で
い
る
が
、
ど
の
よ
う

に
分
析
し
て
い
る
の
か
。

　
　
近
年
の
人
口
動
態
を

見
る
と
、
自
然
動
態

は
減
少
傾
向
、
社
会
動
態

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
コ

ロ
ナ
禍
も
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
急
激
に
出
生
数
が
減

っ
て
い
る
と
捉
え
て
い

る
。
少
子
化
の
要
因
と
し

て
は
、
主
な
も
の
と
し
て

未
婚
化
・
晩
婚
化
の
影
響

が
大
き
い
と
分
析
し
て
い

る
。

　
　
令
和
４
年
に
生
ま
れ

た
子
ど
も
の
数
が
２

０
９
人
と
、
本
市
は
直
近

の
５
年
間
で
出
生
数
が
１

０
０
人
も
減
少
し
て
お
り

早
急
な
対
策
を
す
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

問答問

　
　
少
子
化
の
要
因
と
し

て
経
済
的
な
不
安
定

さ
、
出
会
い
の
機
会
の
減

少
、
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
の
難
し
さ
な
ど
複
雑
多

岐
な
要
因
が
あ
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
施
策
に
加
え
て

更
な
る
対
策
を
講
じ
て
い

く
。

　
　
他
県
の
少
子
化
対
策

の
成
功
事
例
を
み
る

と
、
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
出

会
い
創
出
の
事
業
に
力
を

入
れ
て
結
果
を
出
し
て
い

る
地
域
が
あ
る
。
本
市
で

も
そ
の
よ
う
な
オ
ン
ラ
イ

ン
型
出
会
い
シ
ス
テ
ム
を

事
業
化
す
べ
き
で
は
な
い

か
？ 

　
　
福
島
県
が
運
営
し
て

い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
型

出
会
い
シ
ス
テ
ム
「
は
ぴ

福
な
び
」
へ
の
登
録
料
の

助
成
な
ど
を
検
討
し
て
い

く
。 答問答

極端に進行している市内の少子化にどう対処するのか

蛭
川　
靖
弘 

議
員

豪雨災害、工事の進捗状況は

齋
藤　
勘
一
郎 

議
員

　
　
４
つ
の
水
路
、
三
ツ

山
堰
、
大
林
堰
、
本

木
上
堰
、
神
料
堰
の
工
事

進
捗
状
況
は
。

　
　
応
急
復
旧
工
事
を
進

め
て
お
り
、
三
ツ
山

堰
は
12
月
末
で
完
了
し
、

残
り
３
つ
の
堰
は
、
今
後

工
事
に
よ
り
、
春
の
作
付

け
に
支
障
な
い
様
進
め

る
。

　
　
査
定
対
象
外
と
な
っ

た
４
３
４
カ
所
の
工

事
は
。

　
　
昨
年
９
月
か
ら
の
補

助
申
請
の
受
付
で
３

１
５
カ
所
申
請
が
あ
り
２

月
21
日
現
在
１
２
７
カ
所

の
復
旧
が
完
了
し
、
そ
れ

以
外
は
状
況
確
認
し
、
作

付
け
に
間
に
合
う
様
に
対

応
す
る
。

　
　
ナ
メ
コ
栽
培
に
つ
い

て
新
規
事
業
の
内
容

は
。 問答問答問

　
　
「
ナ
メ
コ
の
ふ
る
さ

と
喜
多
方
」
と
い
う

新
た
な
魅
力
を
発
信
し
、

栽
培
希
望
者
へ
の
支
援
を

充
実
し
、
生
産
拡
大
を
推

進
し
、特
産
品
で
あ
る「
そ

ば
」
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
で

地
域
振
興
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
　
市
内
で
菌
床
ナ
メ
コ

生
産
者
は
ゼ
ロ
だ

が
、
原
木
ナ
メ
コ
生
産
者

は
何
名
か
。

　
　
山
都
で
３
名
、
熱
塩

加
納
で
４
名
と
把
握

し
て
い
る
。

　
　
サ
ル
の
食
害
と
猪
に

よ
る
原
木
が
倒
さ
れ

る
と
い
っ
た
原
木
ナ
メ
コ

の
被
害
が
発
生
し
て
い
る

が
、
そ
の
対
策
は
。

　
　
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ

い
て
、
ほ
だ
木
の
周

囲
を
ネ
ッ
ト
で
囲
い
、
外

周
に
電
気
柵
を
設
置
す
る

方
法
も
有
効
と
考
え
、
対

策
を
検
討
し
て
い
く
。

答問答問答

作付けに支障ない様に進める市長

様々な施策に取り組むとともに、更なる対策を講じる市長
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「水路に清流を流す事業」を提案する！
石積みの水路も生かし、安らぎを与える工夫をする！市長

　
　
誘
客
に
成
功
し
て
い

る
観
光
地
の
水
路

は
、
清
流
が
流
れ
て
い
る

の
が
特
徴
で
あ
る
。
飯
豊

山
の
伏
流
水
に
生
か
さ

れ
、
発
展
し
て
き
た
地
場

産
業
や
「
ラ
ー
メ
ン
の
町

～
喜
多
方
」
に
似
合
う
の

は
、
や
は
り
「
清
流
の
流

れ
る
街
づ
く
り
」で
あ
る
。

　
「
山
陰
の
小
京
都
と
言

わ
れ
る
津
和
野
は
、
水
路

で
あ
る
清
流
に
錦
鯉
が
泳

い
で
い
て
品
の
あ
る
街
の

姿
」
を
訪
問
者
に
印
象
付

け
て
い
る
。
観
光
客
に
も

見
て
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
清
流
の
環
境
整
備

が
必
要
と
考
え
る
が
、
そ

の
よ
う
な
考
え
は
な
い
か

伺
う
。

　
　
本
市
は
飯
豊
山
等
の

山
々
か
ら
流
れ
く
る

水
や
伏
流
水
を
古
く
か
ら

水
路
を
通
じ
て
生
活
に
利

問答

用
し
て
き
た
。
上
下
水
道

の
普
及
や
道
路
の
側
溝
、

河
川
の
整
備
に
よ
り
近
代

化
が
進
ん
で
い
る
。
現
在

も
旧
市
内
に
は
古
く
か
ら

利
用
さ
れ
て
き
た
約
55
㎞

の
水
路
に
つ
い
て
清
流
保

全
事
業
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
そ
の
事
業
は
、
水
量

確
保
の
た
め
の
水
門
の
開

閉
、
ス
ク
リ
ー
ン
や
暗
渠

部
に
溜
ま
る
ゴ
ミ
の
除
去

な
ど
、
水
路
全
域
に
、
年

間
を
通
じ
て
、
安
定
的
に

水
を
流
す
た
め
の
維
持
管

理
を
行
っ
て
い
る
。

　
本
事
業
に
よ
り
、
環
境

の
保
全
に
一
定
の
効
果
を

発
揮
し
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　
　
維
持
管
理
ば
か
り
で

は
な
か
っ
た
か
。

　
　
一
部
に
残
る
石
積
み

の
水
路
を
生
か
し
、

安
ら
ぎ
を
与
え
る
よ
う
に

工
夫
し
て
い
き
た
い
。

問答

田
中　
雅
人 

議
員

意見が分かれたもの等

議員名

議案等名

議決
結果

反
対：

賛
成

1
矢
吹　
哲
哉

2
小
澤　
　
誠

3
山
口　
文
章

4
十
二
村
秀
孝

5
上
野
利
一
郎

6
小
島　
雄
一

7
渡
部　
一
樹

8
蛭
川　
靖
弘

9
菊
地
と
も
子

10
遠
藤　
吉
正

11
小
林　
時
夫

12
関
本
美
樹
子

13
齋
藤　
仁
一

14
田
中　
雅
人

15
五
十
嵐
吉
也

16
齋
藤
勘
一
郎

17
佐
藤　
忠
孝

18
伊
藤　
弘
明

19
後
藤　
誠
司

20
佐
原　
正
秀

21
山
口　
和
男

反
対
討
論

賛
成
討
論

議 案
第２号

令和５年度喜多方市一般会計
予算

原案
可決 18：3 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 小澤　誠 山口文章

議 案
第25号

喜多方市個人情報の保護に関
する法律施行条例

原案
可決 17：4 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 小澤　誠 関本美樹子

議 案
第39号

喜多方市文化芸術推進基本計
画審議会条例

原案
可決 19：2 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 矢吹哲哉 小島雄一

請願
第１

消費税インボイス制度の実施
中止を求める意見書提出の請
願

採択 16：5 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 伊藤弘明 矢吹哲哉

請願
第２

平和、命、暮らしを壊す大軍拡、
大増税に反対する意見書提出
の請願

不採択 10：11 〇 〇 ● ● ● ● 〇 〇 ● ● ● ● 〇 〇 ● 〇 ● ● 〇 〇 〇 伊藤弘明 矢吹哲哉

陳情
第２

市内在住及び市内企業勤務の
労働者とその環境に関する陳
情

不採択 0：21 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 蛭川靖弘

陳情
第８ 戦争準備に反対する陳情 採択 11：10 〇 〇 ● ● ● ● 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇 ● 〇 ● ● 〇 〇 〇 伊藤弘明 矢吹哲哉

齋藤仁一
議会案
第２号

消費税インボイス制度の実施
中止を求める意見書

原案
可決 16：5 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇

○は賛成、●は反対、ーは欠席、議長（渡部勇一）は採決に加わらない。

3 月定例会審議 結果

採決で賛否が分かれたもの、不採択となったものについては下記のとおりです。これ以外の案件などは、全会一
致で可決されました。すべての議案名と結果は喜多方市議会ホームページでご覧ください。
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討
論

　
討
論
と
は
、
議
題
と
な
っ
て
い
る

案
件
に
つ
い
て
、
表
決
の
前
に
、
賛

成
・
反
対
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。

反
対
討
論

　
当
初
予
算
は
市
の
衰
退
に
歯
止
め

を
か
け
、
地
域
再
生
の
戦
略
的
な
方

針
と
な
っ
て
い
な
い
。
基
幹
産
業
の

振
興
、
労
働
者
の
賃
上
げ
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
な
ど
に
よ
る
地

域
経
済
の
好
循
環
が
必
要
で
あ
る
。

　
労
働
者
の
賃
上
げ
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
は
市
役
所
が
正
規
と
非
正
規
職

員
の
給
与
格
差
の
是
正
な
ど
の
取
組

議
案
第
２
号

令
和
５
年
度
喜
多
方
市
一
般
会
計

当
初
予
算

を
具
体
化
す
べ
き
だ
。

　
ま
た
、
小
中
学
校
の
統
廃
合
に
つ

い
て
は
、
学
校
存
続
の
要
望
が
出
さ

れ
、
不
安
の
声
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
は
、
塩
川
駅
東
西
自
由
通

路
や
複
合
交
流
施
設
の
2
期
計
画
の

大
型
事
業
は
見
直
し
、
凍
結
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
本
市
発
展
の
指
針
と
な
る
「
総
合

計
画
」
及
び
「
新
市
建
設
計
画
」
に

掲
げ
る
事
業
な
ど
、
大
切
な
経
費
を

盛
り
込
ん
だ
予
算
で
あ
る
。

　
歳
出
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
宣
言
の
実
現
及
び
原
油
価
格
高
騰

対
策
の
た
め
の
自
家
消
費
型
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
設
置
補
助
金
や
子

ど
も
・
子
育
て
を
支
援
す
る
小
学
校

入
学
祝
金
事
業
な
ど
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。

　
歳
入
は
、
市
税
や
地
方
交
付
税
な

ど
、
見
込
み
得
る
予
算
を
計
上
し
て

お
り
、
市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
生

活
す
る
た
め
の
重
要
な
施
策
が
盛
り

込
ま
れ
た
予
算
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

賛
成
す
る
。

反
対
討
論

　
現
行
条
例
に
は
人
権
の
保
護
、
行

政
へ
の
信
頼
の
確
保
と
い
っ
た
目
的

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
新
し
い
条

例
で
は
こ
れ
が
削
ら
れ
て
い
る
。
現

行
条
例
は
憲
法
に
定
め
る
地
方
自
治

の
本
旨
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
新

条
例
で
は
目
的
が
別
物
に
置
き
換
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
国
に
よ
る
地

方
自
治
へ
の
侵
害
と
も
捉
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
現
行
条
例
で
は
個
人
情

報
の
他
機
関
へ
の
提
供
は
、
原
則
と

し
て
個
人
の
承
諾
が
必
要
で
あ
っ
た

が
、
新
条
例
で
は
国
が
法
律
で
定
め

れ
ば
個
人
情
報
の
提
供
を
認
め
る
と

し
て
い
る
。
こ
れ
は
現
条
例
の
改
悪

と
考
え
る
た
め
、
条
例
改
正
に
対
し

て
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
こ
れ

ま
で
の
3
本
の
法
律
が
1
本
の
法
律

に
統
合
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
の
個

人
情
報
保
護
制
度
に
つ
い
て
も
、
全

国
的
な
共
通
ル
ー
ル
が
規
定
さ
れ
る

な
ど
保
護
水
準
の
底
上
げ
が
図
ら
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
条
例
は
個
人

議
案
第
25
号

喜
多
方
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
施
行
条
例

情
報
保
護
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

同
法
の
施
行
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た

も
の
で
、
新
条
例
の
も
と
で
も
喜
多

方
市
の
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
通
り
適
正
に
保
護
さ
れ
る

も
の
と
考
え
る
た
め
、
本
条
例
改
正

に
対
し
て
賛
成
す
る
。

反
対
討
論

　
審
議
会
の
人
数
が
８
名
以
内
と
し

て
い
る
が
、
多
様
な
分
野
の
意
見
を

反
映
す
る
必
要
が
あ
る
。
委
員
を
８

名
以
内
に
限
定
す
る
こ
と
は
多
様
な

意
見
の
反
映
を
保
障
で
き
な
い
と
考

え
る
の
で
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
本
審
議
会
設
置
に
よ
っ
て
多
様
な

意
見
を
統
合
し
て
一
体
的
に
発
展
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
の
で

原
案
に
賛
成
す
る
。

議
案
第
39
号

文
化
芸
術
推
進
基
本
計
画
審
議
会

条
例
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反
対

　
目
的
と
し
て
は
消
費
税
額
と
消
費

税
率
を
明
確
に
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
消
費
税
の
課
税
方
法
を

平
等
に
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で

あ
る
。
国
民
の
義
務
と
し
て
の
納
税

を
明
確
に
す
る
こ
と
は
正
し
い
こ
と

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
反
対
す
る
。

賛
成

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で
は
登
録
し
な

く
て
も
良
い
と
な
っ
て
い
る
が
、
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
に
登
録
し
な
け
れ

ば
、
仕
入
れ
先
や
納
入
業
者
か
ら
、

あ
な
た
は
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者

に
な
っ
て
な
い
か
ら
と
、
排
除
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
納
入
業
者

に
な
れ
ば
、
赤
字
に
な
っ
て
も
納
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
っ
た
く

矛
盾
に
み
ち
た
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
で

あ
る
。
全
国
で
も
日
本
商
工
会
議
所

を
は
じ
め
、
青
色
申
告
会
、
さ
ら
に

は
俳
優
や
ア
ニ
メ
の
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

の
方
々
を
中
心
に
し
た
多
く
の
と
こ

請
願
第
１　
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
実
施
中
止
を
求
め
る
意
見

書
提
出
の
請
願

ろ
で
中
止
を
求
め
る
意
見
が
上
が
っ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
の

元
で
、
本
当
に
今
こ
れ
を
や
っ
た
ら

自
営
業
者
や
中
小
業
者
が
倒
産
・
廃

業
の
危
機
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
。
喜
多
方
市
に
お
い
て
、
文

字
通
り
そ
う
い
う
事
業
者
を
出
し
て

は
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
は
直
ち
に
中
止
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

反
対

　
北
朝
鮮
の
長
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル

が
日
本
の
上
空
を
通
過
し
た
り
、
中

国
が
台
湾
侵
攻
を
い
つ
行
う
の
か
固

唾
を
の
ん
で
い
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア

が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
行
う
な
ど
軍

拡
路
線
の
国
際
情
勢
を
鑑
み
る
と
日

本
は
現
状
で
い
い
の
か
。
国
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
は
最
低
限

の
備
え
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。
有

事
の
際
に
し
っ
か
り
と
国
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め
に
は
、
Ｇ
７
や

友
好
国
と
同
程
度
の
国
防
予
算
が
必

要
で
は
な
い
の
か
、
こ
の
こ
と
か
ら

反
対
す
る
。

請
願
第
２　
平
和
・
命
・
暮
ら
し

を
壊
す
大
軍
拡
、
大
増
税
に
反
対

す
る
意
見
書
提
出
の
請
願

賛
成

　
現
在
、
国
は
、
敵
基
地
攻
撃
能
力

を
可
能
と
す
る
軍
拡
路
線
を
推
進
し

よ
う
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
防

衛
予
算
の
2
倍
化
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
２
％

の
予
算
を
確
保
し
、
専
守
防
衛
か
ら

敵
基
地
攻
撃
と
大
転
換
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
国
際
情
勢
は

軍
拡
の
よ
う
な
力
対
力
で
は
な
く
、

日
本
は
対
話
に
よ
る
平
和
外
交
を
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
こ
の
こ
と

か
ら
賛
成
す
る
。

反
対

　
陳
情
者
に
よ
る
と
市
内
の
企
業
に

つ
い
て
、
労
働
管
理
が
正
常
に
行
わ

れ
て
い
な
い
と
い
う
内
容
が
書
か
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
陳
情
者
の
主
観

に
よ
る
部
分
が
非
常
に
大
き
い
様
に

感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
陳
情
文
の
中

に
は
、
特
定
の
企
業
に
対
し
て
の
内

容
が
書
か
れ
て
い
る
部
分
を
と
ら
え

て
、
市
内
の
企
業
の
多
く
が
そ
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
事
実

誤
認
に
当
た
る
よ
う
な
部
分
も
散
見

さ
れ
る
。
ま
た
、
一
昨
年
の
本
議
会

で
同
様
の
陳
情
が
議
題
と
な
っ
た
際

陳
情
第
２　
市
内
在
住
及
び
市
内

企
業
勤
務
の
労
働
者
と
そ
の
環
境

に
関
す
る
陳
情

請
願・

陳
情

に
不
採
択
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る

の
で
、
今
回
も
こ
の
陳
情
に
関
し
て

は
、
不
採
択
が
妥
当
で
あ
る
。

反
対

　
創
造
的
平
和
主
義
、
空
想
的
平
和

主
義
こ
れ
ら
を
後
生
大
事
に
奉
っ
て

も
有
事
の
際
に
は
ど
う
す
べ
き
な
の

か
。
請
願
第
２
の
反
対
趣
旨
と
同
様

の
理
由
で
反
対
で
あ
る
。

賛
成

　
戦
争
は
、
人
間
の
命
や
財
産
を
奪

う
こ
と
で
あ
る
。
先
の
太
平
洋
戦
争

の
反
省
の
上
に
立
っ
て
、
二
度
と
戦

争
は
し
な
い
と
誓
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
次
の
世
代
の
子
ど
も
達
に
戦
争

が
で
き
る
国
で
は
な
く
、
相
手
国
と

ど
う
仲
良
く
す
る
の
か
、
そ
の
こ
と

が
徹
底
し
て
問
わ
れ
て
い
る
。
中
国

を
は
じ
め
、
ア
ジ
ア
の
国
々
と
仲
良

く
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
、
こ
の
陳
情
に
は
賛
成
を
す
る
。

陳
情
第
８　
戦
争
準
備
に
反
対
す

る
陳
情
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請願・陳情

請　願　名 趣　　　旨 委員会
（採択結果）

本会議
（賛成：反対）提出者（敬称略）

請願第１　消費税インボイス制度の実施中止を求
める意見書提出の請願 免税業者を取引から排除しかねない消費税インボイス制

度の実施を中止すること。

総務
常任委員会 採択

（16：5）消費税廃止喜多方地区各界連絡会
代表　酒井　宏和 採択

請願第２　平和、命、暮らしを壊す大軍拡、大増
税に反対する意見書提出の請願 １　平和、命、暮らしを壊し、国民に負担を押しつける

大軍拡、大増税はやめること。
２　大軍拡などを決定した「安保関連３文書」改定を撤
回すること。

総務
常任委員会 不採択

（10：11）福島県教職員組合耶麻支部
支部長　佐藤　智子 不採択

請願第３　子供のために保育士配置基準の引上げ
による保育士増員を求める意見書提出の請願 子供のために保育士配置基準の引上げによる保育士増員

を求めること。

文教厚生
常任委員会 採択

（21:0）新日本婦人の会喜多方支部
支部長　辺見　律子 採択

陳情第１　野良犬・野良猫の保護に関する事項に
ついての陳情 動物愛護の観点から野良犬・野良猫の保護に関し有効な

方策を求めるもの。

文教厚生
常任委員会 趣旨採択

（21:0）佐藤　晋 趣旨採択

陳情第２市内在住及び市内企業勤務の労働者とそ
の環境に関する陳情 労働者の雇用環境において、一層の実態調査の実施や労

働環境改善のための対策等をもとめるもの。

産業建設
常任委員会 不採択

（0：21）佐藤　晋 不採択

陳情第３　「マイナンバーカード交付申請」と「デ
ジタル田園都市構想」についての陳情 マイナンバーカード利用啓発並びに情報格差（デジタル

デバイド）の改善等を求めるもの。

総務
常任委員会 採択

（21：0）佐藤　晋 採択

陳情第４「老後不安」についての陳情
老後生活の不安解消のため各種の方策を求めるもの。

文教厚生
常任委員会

佐藤　晋 継続審査

陳情第５　普天間基地周辺の子供たちを取り巻く
空・水・土の安全の保障を求める意見書提出の陳
情

１　学校施設・児童福祉施設上空の米軍機の飛行を禁止
すること。

２　日本政府、沖縄県、宜野湾市の責任において、普天
間第二小学校内の土壌調査の実施及びＰＦＡＳ汚染特
定箇所の土壌の入替えを行うこと。

３　普天間の子供たちを取り巻く空・水・土の安全を保
障すること。

総務
常任委員会

採択
（21：0）

コドソラ　代表　与那城　千恵美 採択

陳情第６　子供のために保育士配置基準の引上げ
による保育士増員を求める意見書提出の陳情 １　子供のために保育士配置基準の引上げによる保育士

増員を図ること。
２　公定価格を引上げ、保育士等の処遇改善を図ること。

文教厚生
常任委員会 みなし採択

福島県保育連絡会　代表　大宮　勇雄 みなし採択

陳情第７　消防団の活動に関する陳情 消防団員の減少・高齢化・なり手不足等に伴う団員の負
担軽減のため、操法大会の廃止または今後の操法大会へ
の不参加を求める。

文教厚生
常任委員会

東條　誠 継続審査

陳情第８　戦争準備に反対する陳情 １　喜多方市は、日本政府が核兵器禁止条約に加盟する
ことを求めること。

２　喜多方市は、憲法９条を守り、「戦争をしない平和の
決意」をすること。

総務
常任委員会 採択

（11：10）喜多方母親連絡会　代表　小澤　智子 採択

陳情第９　市道2029号（愛宕町通り線）整備に関
する陳情 市道 2029 号（愛宕町通り線）を当初の計画通り整備する

こと。

産業建設
常任委員会 趣旨採択

（21：0）小林　喜代子 趣旨採択

次のとおり審査されました。
本会議で採択された請願や陳情は、市議会の意向意見諸書等にまとめ、市当局や関係機関へ、その
実現を要望します。（各意見書はホームページでご覧いただけます）

臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
令
和
５
年
第
１
回
臨
時
議
会

が
１
月
25
日
に
開
催
さ
れ
、
令

和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

が
審
議
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
第
３
回
臨
時
議
会
が
３

月
29
日
に
開
催
さ
れ
、
令
和
５

年
度
及
び
令
和
４
年
度
の
一
般

会
計
補
正
予
算
が
審
議
さ
れ
可

決
さ
れ
た
ほ
か
、
人
事
案
件
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
会
一
致
で
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

副
市
長

上
野
　
光
晴

　
全
会
一
致
で
推
薦
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員

大
関
　
倫
朗
【
再
任
】　

（
山
都
町
／
下
村
）

渡
部
　
美
恵
子
【
新
任
】

（
熱
塩
加
納
町
／
五
目
）

神
田
　
加
代
子
【
新
任
】

（
山
都
町
／
三
ツ
山
）

人    

事
敬
称
略
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各常任委員会からの政策提言
　喜多方市議会基本条例第11条の規定に基づき、遠藤忠一市長へ、市民生活の向上、
市勢の伸展及び自治の発展のため、各常任委員会で調査・研究等で得られた知見をも
とに、取りまとめた事項について政策提言をしました。各常任委員会の提言書は市の
ホームページでご覧いただけます。

各常任委員会からの政策提言

人口減少時代の過疎対策に関する提言
⑴　農林業、地場産業や観光業への価格保障、所得補償制度の整備
⑵　賃金の引上げ、全国一律の最低賃金の実現や正規、非正規の格差及びジェンダー格差の

是正
⑶　再生可能エネルギー事業の推進及び地産地消・地域資源を生かしたスモールビジネスで

の地域経済の発展
⑷　子育て、教育、医療、介護など「社会保障や福祉」による経済事業の構築
⑸　地域づくりの担い手となる人材の育成

少子高齢化対策に関する提言
⑴　縦割りから部門横断型への少子化対策推進体制の見直し
⑵　有利な財源等の計画的な活用と対象事業の選択と集中
⑶　ＲＰＡ（事務処理の自動化）やＤＸ（デジタル変革）による効率化
⑷　職員配置の選択と集中
⑸　利用者のニーズを満たせているかという観点での事業の実施
⑹　適正規模適正配置実施計画の再検討
⑺　ホームページによる子育て支援情報の提供
⑻　「こども条例」の制定による子育て支援の明確化
⑼　医療資源の充実・強化

農業の振興に関する提言
⑴　スマート農業の推進
⑵　新規就農者に対する支援の拡充 
⑶　農福連携の推進 

総務常任委員会

文教厚生常任委員会

産業建設常任委員会
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政務活動費
　政務活動費は、議会の活性化と議員の調査研究その他の活動の充実を図るため、必要な経費の一部とし
て会派に対し交付されるものです。各会派の収支の状況をお知らせします。
　政務活動費は、各月１日を基準日とし、基準日において当該会派の所属議員数に月額２万円を乗じて得
た額を一半期ごとに交付しております。

令和４年度　政務活動費　会派別及び使途別収支一覧表� ( 単位：円 )

会派名 良致会 新良致会 高和会 公明会 日本共産党
喜多方市議団 和同の会 結いの会 創造喜多方 至誠会

会派構成
（敬称略）

伊藤　弘明
上野利一郎
山口　文章
関本美樹子
齋藤勘一郎

小島　雄一
遠藤　吉正
十二村秀孝
佐藤　忠孝

渡部　一樹
後藤　誠司
佐原　正秀

菊地とも子
小林　時夫

小澤　　誠
矢吹　哲哉

山口　和男
蛭川　靖弘

田中　雅人
渡部　勇一

齋藤　仁一 五十嵐吉也

収
入
内
訳

交付額 1,200,000 960,000 720,000 480,000 480,000 480,000 480,000 240,000 240,000

収入合計（A） 1,200,000 960,000 720,000 480,000 480,000 480,000 480,000 240,000 240,000

支
出
内
訳

調査研究費 0 0 0 90,858 0 0 73,910 0 0
研 修 費 0 0 0 0 0 0 100,386 35,420 0
広 報 費 177,001 177,001 270,633 0 499,396 240,515 0 212,453 0
資料作成費 143,176 35,720 0 0 0 0 0 4,200 0
資料購入費 3,080 0 0 0 0 55,220 6,000 7,262 0

支出合計（B）  323,257 212,721 270,633 90,858 499,396 295,735 180,296 259,335 0
収支差引額（A-B） 876,743 747,279 449,367 389,142 △ 19,396 184,265 299,704 △ 19,335 240,000
市への返還額 876,743 747,279 449,367 389,142 0 184,265 299,704 0 240,000

令和５年３月14日、３月定例会において、今季限りで勇退される議員各位から挨拶がありました。
今後ますますのご活躍をご祈念申し上げます。
喜多方市議会議員は令和５年４月29日で任期満了を迎えました。

勇退される議員の方

　私は「住民が主人公、市民の
声をまっすぐ市政に届ける」日
本共産党の議員を信条に活動し
てきました。この信条を貫くこ

とができたのは私の議員活動の誇りです。私は少
数意見であっても良識ある活動、合理性のある提
案を認め合う喜多方市議会の中に席を置いていた
だいたことに感謝しております。かかわりあって
いただいた歴代市長はじめ職員のみなさんに御礼
を申し上げます。
　５期20年の長期にわたり私を市議会に送って
いただいた市民のみなさんに心からの感謝を申し
あげます。
　ありがとうございました。

小澤　誠 議員
（５期20年）

　今は亡き私の人生の大先輩
は、物事を判断する時、「本当
に市民のためになるかどうか、
間違っても自分のためかどうか

ではないよ」と教えて頂きました。併せて「一隅
を照らす」人たれ！とも言われました。魑魅魍魎
たる世界と言われますが、ふるさとの山である飯
豊山や磐梯山を幾度となく歩いてきたことが政治
の世界でバテないで、頑張れた一つかも知れませ
ん。
　これまでご支持いただき、また支えてくださっ
た市民の皆さんに心から御礼を申し上げる次第で
す。

田中　雅人 議員
（７期28年）
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委員長
菊地とも子

副委員長
�矢吹　哲哉

委　員
渡部　一樹

委　員
�蛭川　靖弘

委　員
�遠藤　吉正

委　員
�関本美樹子

委　員
齋藤　仁一

委　員
田中　雅人

委　員
五十嵐吉也

編
集
後
記

本
紙
が
届
く
こ
ろ
は
、
既
に
新
し
い

議
員
構
成
に
よ
り
新
し
い
編
集
委
員
が

誕
生
し
て
い
る
事
で
し
ょ
う
。
議
員
の

質
問
は
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
議
会
報
で

お
伝
え
出
来
な
い
分
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ま
た
お
気
付

の
点
が
あ
れ
ば
何
な
り
と
編
集
部
ま
で

声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
て
い
ま

す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

�

田
中　
雅
人

6月定例会の予定6月定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

  29 30 31  2 3

 4 5 6 7 8 9 10

 11 12 13 14 15 16 17

 18 19 20 21 22 23 24

5
28／

6/1
本会議
（開会、会期決定、
提案理由説明等）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（議案審議）

委員会
（各常任委員会
付託案件の審査）

休会
（議案調査）

休会
（事務整理）

休会
（事務整理）

本会議
（委員長報告、
各案件決定、閉会）

喜多方市議会公式facebookページを開設しています。 
https://www.facebook.com/kitakatashigikai/

背景の絵柄は「喜多方の染型（県有形民俗文化財指定）」“竹に雀”です。

【提出期限】各定例会開会日（招集日）の９日前まで
【提出先】喜多方市議会事務局（市役所４階）
　　　　 ※期限を過ぎて提出されたものは、次回定例会での審査になりますのでご注意ください。
【請願提出に関する必要事項】
請願には必ず１人以上の市議会議員の紹介が必要になりますので、市議会議員にご相談ください。

陳情の場合は紹介の必要はありません。
詳しくは、議会事務局　℡ 0241-24-5253まで

定例会に行う請願・陳情について

きたかた FM  議会中継　78.2MHz

　定例会の様子を録音放送しています。
　開会日の翌週、平日の午後2時～午後5時は、ラジ
オ放送をぜひお聞きください。

議会　インターネット中継

開会中はライブ（生配信）を視聴できます。
過去の配信映像も視聴できます。


